
労
働
と

価
値
に

関
す
る

イ
･

ル

ー

ビ

ン

の

見
解
に

つ

い

て

( 6 3 ) 研 究 ノ ー ト

米

川

紀

生

Ⅰ

(

1
)

マ

ル

ク

ス

経
済
学
の

軸
心
が

ツ

ガ

ン

の

言
う
｢

絶
対

的

労
働
価
値
+

に

あ
る

と

す
る

の

は

疑
問
だ

と

し

て

も
､

労
働
が

｢

全
経
済
の

基
礎
+

で

あ

(

り
一

)

り

｢

社
会
的
依
存
関
係
の

尺
度
+

で

あ
る

の

は

確
か

で

あ

る
｡

そ

れ
で

経

済
理

論
の

展
開
を

労
働
か

ら

始
め

る

の

が

最
も

一

般
的
で

あ

ろ

う
｡

だ
が

資
本
制
社
会
に

於
て

は
､

そ

れ
が

価
値
と
い

う
形
態
を

と

る
｡

そ
こ

で

は

労
働
と

価
値
と
の

相
互

関
係
が

問
題
に

な

る
｡

こ

こ

で

は
､

こ

の

労
働
と

(

3
)

価

値
と
の

区

別
と

関
連
を

意
識
的
に

取

扱
っ

た

イ
･

ル

ー

ビ

ン

の

見
解
を

(

4
)

検
討
し

､

労
働
の

本
質
規
定
(

抽
象
的
人

間
的
労
働
の

性
椿
規
定
)

と

価

値
の

内
容
の

関
連
を

明

確
に

す

る
一

助
と

し
た

い

｡

(

1
)

芦
→
亡

丙
p

ロ

由
p

冒
ロ

○

弓

卦
y

づ

訂
Q

言
叶

訂
Q

訂

苧
§
免

責
～

さ

計
句

旨
訂
→

･

已
h

∋
だ
ら

}

｢
e

首
N
-

的
}

-

苦
汁

∽
.

-

い

か
.

(

2
)

句
一

句
ひ

t

l

y

b
仏

…
Q

巴
已
屯

q
内

ぎ
謀

計
1

ヨ

雪
空
Q

訂
さ

寸

讃
→

ま
訂
･

葛

首

㍉
吋
芦
P

-

-

空
か

.

∽
.

N

¢
･

(

3
)

芦

芦

P

息
】

岩
)

｡

A

腎
右
a

宍

喜

邑
→

℃
u

盲

E

C

→

O
一

芸

宍
､
岩
ロ

C

耳

3
e

莞

き
名
宍

㌔
も
Q

冨
喜
莞
莞
皇

喜
盲
宗
旨
き

Z
O

+
-

-

¢
N

ソ

(

河

野

重

弘

訳

『

経

済

学
の

根
本

問
題
』

､

共

生

閣
､

一

九
三

二

年

所
収

｡

以

下

引

用

頁
は

同

書
よ

り

行

う
｡

)

他
に

彼
に

は

主

著

｡

〇
･

畠
p
只

岩

コ
○

詔
O
p

害
C

､
3

毒
0

3
芯

≧
a

℃

宍
a

｡

(

ト

¢

N

山
)

が

あ

る
｡

な

お

ル

ー

ビ

ン

理

論
の

一

般
的

特

色
づ

け

は

次

論
文

参
照

｡

芦

田

文

夫

｢

《

広

義
の

経
済
学
》

否

定

論
の

系
譜
+

『

立

命

館

経

済

学
』

､

第

一

三

巷

第
一

ニ
ー

合

併

号
､

｢

ソ

連
邦
に

お

け

る
一

九
二

〇

年

代

の

価
値
論

争
に

よ

せ

て
+

『

経

済

研

究
』

､

第
一

八

巻
第

四

号
｡

(

4
)

抽

象

的

人

間

的

労

働
を

廻
る

論
争
は

､

一

九
二

〇

年

代
の

ソ

ビ

エ

ト

に

於
て

､

社

会

主

義
社

会

建

設

遂
行

上

で

の

労

働
の

評

価
･

換

算
メ

カ

ニ

ズ

ム

の

成

立

を

廻
っ

て

政

策

的
次

元
で

シ

ビ

ィ

ア

に

展
開

さ

れ

た
｡

コ

ー

ン

､

イ
･

ダ
シ

コ

フ

ス

キ

ー

と
ル

ー

ビ

ン

と
の

論
争

が

中
心

を

な

し

た
｡

我

国
に

於
て

は

斯
学
の

学
的

性

格
を

反

映

し
て

初
発
に

於
て

は
､

河

上

肇
対

福
田

徳
三

の

翻
訳

論

争
と

し

て

起

り
､

戦
後
の

安

部

隆
一

の

技
術

主

義
的

労

働
規

定
に

触
発
さ

れ

て
､

一

方

で

は

特

殊

歴

史
的

な

商

品

生

産
に

の

み

固

有

な
も

の

だ

と

す

る

歴

史

範
疇

説

(

宮
川

実
､

林
直

通
､

吉

村
遠

次
､

古

川

哲
)

と
､

他
方
で

は

人

間

社

会
一

般
に

妥

当

す

る

も
の

だ

と

す

を

超
歴

史

範
噂

説

(

宇

野
弘

蔵
､

白
二

鳥

晋
､

見

田

石

介
､

山

本
二

三

丸
､

種
瀬
茂

､

高
須
賀

義
博
)

と
へ

二

分

化
し

て

い

っ

た
｡

そ
の

過

程
で

労

働
の

二

重

性
そ

の

も
の

を

も

超
歴

史
的
と

み

る

見

解

(

岩
瀬

文

夫
､

佐

藤

金
三

郎
)

を

も

発
出

さ

せ
て

い

る
｡

し
か

し
､

超
歴

史
説
に

立
つ

時
､

そ

れ

は

究

極
的

に

は

人

間

労
働
を

抽

象
的
エ

ネ

ル

ギ
ー

支

出
に

還

元

さ

れ

ざ

一

.⊥

る

を

え

ず
､

歴

史

的

規

定

性
が

欠

落
す

る
｡

又

労
働
の

二

重

性
の

範

朗

+
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噂
は

､

人

間
の

平

等
性

､

労
働
の

平

等
性
が

社

会

的
に

確
立

さ

れ

た

か

の

観

を

呈

す
る

ブ
ル

ジ
ョ

ア

社

会
に

於
て

概

念
的
に

認

識
さ

れ

る

事
実

を

想

起

す
る

時
､

そ

れ

も

や

は

り

歴

史
的

形

態

規

定
を

も
っ

た

も
の

と

し
て

摘

出
さ

れ

ざ

る

を

え

な
い

の

で

は

な
い

か
｡

Ⅱ

ル

ー

ビ

ン

の

労
働
概
念
と

価
値
概
念
の

検
討
の

前
に

､

先
ず
ル

ー

ビ

ン

理

論
の

根
底
に

あ
る

生

産
力
と

生

産
関
係
及
び

理

論
経
済
学
の

対

象
設
定

に

関
し

て

簡
単
に

一

瞥
し
て

お

こ

う
｡

彼
の

理

論
経
済
学
の

対

象
は

､

人

間
の

生

産
諸
関
係
で

あ

り
､

人

間
の

生

産
的
活
動
た

る

社
会
的
生

産

過

程
つ

ま

り

社

会
の

物

質
的
生

産
諸
力

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の
一

定
の

発
展
段
階
上
で

生
じ

る

経
済

的
･

社

会

的

形

態
=

交

換

関

連

(

1
)

(

A

宏
t
m

巨
岩
F

一

誌
N
-

e

F

≡
-

g
)

で

あ

る
｡

こ

の

人
間
の

生

産
諸

関

係
は

二

タ

イ

プ

に

分
化
す
る

｡

一

方
で

は

労
働
生

産
物
の

交
換
を

遂
行
す
る

生

産

者
と

購
買
者

､

売
手
と

買
手
の

関
連
で

あ

り
､

人

間
の

社
会
的
生

産
諸
関

係
の

｢

抽
象
的
タ

イ
プ
+

を

な

し
､

マ

ル

ク

ス

の

価

値
理

論
の

対

象
と
な

る
｡

他
方
で

は

労
働
力
の

売
却
を

中
心
と

す
る

資
本
家
と

貸
労
働
者
の

社

会
的
関
連
で

あ

り
､

社
会
的
生

産
諸
関
係
の

｢

具
体
的
タ

イ
プ
+

を

な
し

､

(

2
)

剰
余
価
値
及
び

資
本
理

論
の

対

象
と

な

る
｡

だ

が

こ

の

両
タ

イ
プ

の

人

間

は
､

形
式
的
に

独
立

し

た

売
手
及
び

買
手
と

し

て

交
換
過
程
上

で

は

｢

同

質
の

地

位
+

を

受
け

と

る

(

売

買
さ

れ
る

と
い

う
純
形
式
的
顆
似
性
)

が
､

生

産
過
程
上

で

は

｢

異
質
の

軋

野
を

所
有
し

て

い

る
｡

こ

の

人

問
の

社

会
的
地

位
の

同
一

性
と

相
違

性
及
び

相
互

関
連
が

理

論
的
に

解
明

さ

る
ぺ

き

課
題
で

あ
る

｡

以

上
が

ル

ー

ビ

ン

理

論
の

要
約
で

あ
る

｡

先
ず
第

一

に
､

彼
は

生

産
力

胡
β

U

を

物
質
的
生

産
諸

力
と

み
､

直
接
的
生

産
過
程
上
で

の

労
働
投
下

そ
の

も

の

を

生

産
力
と

し

て

い

る
｡

労
働
を

媒
介
と

す
る

人

間
の

自
然
へ

の

働
き

か

け
の

中
で

､

彼
は

そ

れ

を

物
質
的

質
料
変
換
過
程
と

し

て
､

労
働
と

労

働
の

成
果
=

労
働
生

産
物
と

の

関
連
と

し

て

と

ら

え
て

い

る
｡

だ

が

上

の

過
程
が

同
時
に

人

間
と

人
間
と

の

交

換
過
程
で

あ

り
､

自
然
従
っ

て

労
働

生

産
物
を

媒
介
と

す
る

人

間
同
志
の

自
己

変
革
の

過
程
で

は

な
い

の

か
｡

な

る

は

ど

(

労
働
の
)

生

産
力
は

物
的
な

も
の

と

し
て

表
出
す
る

の

で

は

あ

る

が
､

物
的
体
化
の

背
景
に

人

間
交
換
を

包
み

込
ん

だ

労
働
の

社
会
性

が

現
存
し
て

い

る
｡

こ

の

意
味
で

は

生

産
力
も

又

生

産
関
係
の

一

つ

の

現

わ

れ

と
い

え
よ

う
｡

ル

ー

ビ

ン

ほ

生

産
力
=

物
質
的
な

も
の

と

す
る

こ

と

に

よ
っ

て

生

産
力
の

社
会
性
=

人

間
関
係
視
点
を
ド
ロ

ッ

プ

さ

せ
､

後
に

彼
が

改
め
て

｢

労
働
の

特
殊
社
会
的
形
態
+

に

於
て

労
働
の

社
会
性
を

取

り

上

げ

ね

ば

な

ら
な

く
し

て

い

る
｡

第
二

に
､

彼
の

生

産
関
係
論
は

交
換
関
連
論
又

は

人
間
の

社
会
的
地

位

の

変
化
論
で

あ
る

｡

彼
は

生

産
力
の

発
展
を

自
明
の

前
提
と

し
､

生

産
力
の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

極
限

状

態
下
で

の

人
間
の

社
会
的
関
連
が

生

産
関
係
と

す
る

の

だ
が

､

生

産
力
の

上

昇
そ
の

も
の

が

如
何
な

る

メ

カ
ニ

ズ

ム

で

行
わ

れ
る

の

か

不

問

に

さ

れ

て

い

る
｡

生

産
力
が

と

る
一

形
式
と

し

て

生

産
関
係
を

把
握
す
べ

き

時
に

､

彼
は

生

産
力
の

社
会
性
を

放
棄
し

て

物

質
的
な

も
の

と

す
る

結

果
､

生

産
関
係
は

そ
の

物
的
対

象
物
の

交
換
配
分
関

係
=

物
化
さ

れ
た

人

間
関
係
に

解
消
さ

れ
る

｡

し

か

も

そ

の

人
問
が

､

先
ず
裸
の

人

間
の

平
等

性
と

し

て

想
定
さ

れ
､

次
に

生

産
過
程
上
で

の

不

平
等
性
と

し

て
､

更
に

交
換
過
程
に

於
け

る

擬
制
的
平
等
性
と

し

て
､

上

向
進
展
す
る

も
の

と

し
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て

把
え

ら

れ

て

い

る

の

で

あ
る

｡

こ

の

平
等
性
の

回

復
過

程
が

同
時
に

労

働
生

産
物
の

交
換

関
係
の

深
化
で

あ

り

交
換
当
事
者
の

地

位
の

変
化
過
程

と

み

な

さ

れ

る
の

で

あ
る

｡

こ

こ

に

生

産
関
係
は

売

買
関
係
と

な
る

｡

こ

れ

で

は

生

産
力
の

一

定
状
態
で

取
り

結
ば

れ

た

人

間
関
係
が

逆
に

生

産
力

に

反
作
用
を

及
ぼ

し

そ
の

生

産
関
係
に

適
応
し

た

生

産
力
を

形
成
す
る

モ

メ

ン

ト

が

失
わ

れ

ざ
る

を

え
な
い

で

あ

ろ

う
｡

物
質
的
生

産
過
程
で

の

労

働
の

社
会
性
の

発
現
が

生

産
関
係
で

あ

り
､

そ
こ

で

実
証
さ

れ

る

の

で

あ

ヽ

ヽ

ヽ

る
｡

こ

の

意
味
で

生

産
力
と

生

産
関
係
は

同
時
性
を

有
し
､

両

者
に

主
従

の

関
係
が

あ

る

の

で

ほ

な
い

｡

生

産
力
の

進
展
過
程
に

は

既
に

人
間
の

労

働
の

社
会
性
の

拡
大
進

展
が

秘
さ

れ
て

い

る

の

で

あ

る
｡

ル

ー

ビ

ン

理

論

は

上
の

両

者
の

同

時
性
を

欠
き

､

生

産
力
=

物
的
関
係

､

生

産
関
係
=

人

間
関
係
=

交
換
関
係
と

形
式
的
並
列
関
係
に

置
い

て

い

る

の

で

あ
る

｡

第
三

に
､

上

の
一

と
二

の

特
異
な

理

論
･か
ら

､

理

論
経
済
学
は

人

間
の

生

産
関
係
=

交
換
関
連
を

究
明

す
る

も
の

だ

と
い

わ

れ

る
｡

物
が

｢

売
買

さ
れ

る
+

と
い

う
形
式
を

と
る

と
こ

ろ
に

経
済
学
が

成
立

す

る

こ

と
に

な

り
､

物
の

交
換
=

売
買
を

通
じ
て

人
間
の

労
働
関
連
を

実
現
さ

せ
る

か
､

人

間
の

労
働
関
連
が

直
ち

に

物
の

交
換

･

売
買
関
係
で

あ

る

か

に

応
じ
て

､

抽
象
と

具
体
の

二

つ

の

社
会
的
生

産
諸
関
係
の

タ

イ

プ

に

分
れ

る

と
い

わ

れ
る

｡

彼
の

生

産
力
論
と

生

産
関
係
論
に

於
て

欠
落
し

た

労
働
の

社
会
性

と

労
働
の

物
質
性
が

､

生

産
主
体
が

取
結
ぶ

物
の

交
換
過
程
に

於
て

現
実

的
に

発
現
し

実
証
さ

れ

る

が

故
に

､

彼
は

そ
こ

に

分
析
視
点
を

置
い

て
､

人
の

物
化
と

物
の

人
化
の

過
程
的
統

一

上
で

の

人

間
の

平
等
性
の

確
証
過

程
に

理

論
経
済
学
の

対

象
を

置
く
の

で

あ

る
｡

だ

が

こ

の

彼
の

理

論
で

は
､

人

間
の

労
働
朗
遵
が

物
の

運
動

､

物
の

売
買
形
式

を

と

ち

な

い

社
会

主

義
･

共
産
主
義
で

の

経
済
学
が

香
定
さ

れ
､

経
済
学
は

狭
義
の

そ

れ

=

商

品
経
済
社
会
に

の

み

妥
当
さ

れ

る

に

す

ぎ

な

く
な

ら
ざ

る

を

え

な
い

で

あ

ろ

う
｡

人

間
の

平
等
性
が

確
立
さ

れ
た

社
会
で

の

経
済
学
の

課
題
は

､

彼

に

は

そ
の

課
題
そ

の

も

の

が

成
立

し

な
い

の

だ

か

ら

論
証
し

ょ

う
が

な
い

の

で

あ
､

る
｡

け
れ

ど

も

労
働
の

社
会

性
と

物
質
性
は

か

か

る

社
会
で

も

依

然
存
続
す
る

｡

そ

こ

で

の

両

者
の

実
証
過
程
又
は

実
現

機
構
が

改
め

て

解

明
し

な

け

れ
ば

な

ら
な
い

の

は

言
う
ま
で

も

な
い

だ

ろ

う
｡

ル

ー

ビ

ン

が

余
り
に

も

商
品
物
神
性
論
に

と

ら

わ

れ

て

い

て
､

そ
の

物
神
性
及
び

物
化

の

除
去
の

み

に

目
を

う
ば

わ

れ

た

と

言
わ

ね
ば

な

ら
な
い

｡

物
神
化
の

下

で

も

そ

れ
の

除
去
後
に

も
､

な

お

社
会

的
生

産
と

社
会
的
労
働
時
間
の

合

(

4
)

理

的
配
分
と

節
約
と
い

う
エ

コ

ノ
､
､

､

-

の

法
則
が

貫
徹
し

て

い

る

事
実
と

そ
の

法
則
解
明
が

理

論
的
に

要
請
さ

れ

て

い

る

の

で

あ
っ

て
､

ル

ー

ビ

ン

ほ

そ
の

点
を

見
落
し

て

い

る

の

で

あ
っ

た
｡

(

1
)

-
.

H
.

河
口

E
ロ

､

｡

A
-

拝
¢

ト

A
}

ロ
O

n

ロ

仁
n

P

年
p
の

○

豆
e

打
t

(

訂
→

t

F
e

O

諾
t

訂
O

F
e

n

Z
賢

-

O

n

巴
○

打
O

n
O

m
-

e

､

-

-

〔

訂
叶

胃

乳
化

ヨ

由
P

さ

莞
→

丸

芸

転
軒

岩
軋

b

き
ざ
屯

､

-

甲

い
一

-

¢

N

P

S
.

-

中

一
.

(

2
)

l

定
年

､

∽
･

-
上

戸

H
･

H
･

河
戸

夏
日

｡

S
t

O
-

N

m
p

ゴ

ロ

巴
∽

呂

罵
H

官
許
-

打
e

→

｡
､

短
打

岩
･

如
3

屯

乳
匂

ゝ

言
ぎ
声

H
e

旨
∈
炭
e

g
e

b
e

n

づ
○

ロ

ロ
ー

挿
す
N

P

ロ
O

W
一

口

P
-

.

S
.

い

∞

-
.

(

3
)

H
.

H
･

河
戸

夏
日

∵
へ

A
-

守
e

P

A
ヨ
○

β

日

日

ロ

d

…
｡

､

S
.

-

き
.

(

4
)

宮

本

義

男
『

｢

資
本

論
+

の

再

生

産

構
造
』

､

新

評

論
社

､

一

九

六

八

年
､

三

四

頁
｡

Ⅲ

β4 3

+



一

橋 論 叢 第 六 十
一

巻 第 五 号 ( 6 6 )

ル

ー

ビ

ン

の

労
働
概
念
は

､

出
発
点
に

於
て

既
に

｢

社
会
的
組
織
の

徴

表
+

が

含
ま

れ
て

い

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

最
も

単
純
な

労
働
概
念
=

具

体
的
労
働
は

人

間
対

自
然
の

第
一

交
換
で

物

質
的
技
術
的
側
面
の

労
働
と

し

て

技
術
工

芸
学
の

対

象
と

さ

れ
､

第
二

交
換
た

る

人
間
同
志
の

交
換
の

中
で

､

私
的
で

異
種
な

具
体
的
労
働
が

総
和
的
に

社
会
的
労
働
の

一

環
と

し

て

位
置
づ

け

ら
れ

る
｡

そ

し

て

こ

の

労
働
の

社
会
的
観
織
の

変
化
↓
生

産
組
織
の

変
化
1
社
会
組
織
の

変
化
を

も
た

ら

す
も

の

と

さ

れ

る
｡

彼
は

労
働
を

､

労
働

一

般
と
し

て

で

な

く
､

社
会
的
形
態
を

帯
び

た

も

の

と

し

て

問
題
に

す
る

｡

従
っ

て

異
な
っ

た

労
働
種
類
の

物
質
的
結
合
=

社
会
的

分
業

一

般
よ

り
も

､

こ

の

結
合
が

現
わ

れ
る

と
こ

ろ

の

社
会
的
形
態
(

交

(

1
)

換
)

=

社
会
的
分
業
の

特
殊
社
会
的
形
態
を

重

視
す
る

こ

と

に

な

る
｡

社

会
的
分
業
に

基
礎
を

置
く

社
会
(

彼
は
こ

れ

を
二

分
し

て
､

④
交
換
に

よ

っ

て

媒
介
さ
れ

な
い

魁
織
的
な

社
会
的
分
業
体
制
-
組
織
的
共
同
体
･

社

会
主
義
と

､

⑧
交
換
に

基
づ

く

非
組
織
的
な

そ

れ

-
商
品
経

済
と

し
て

い

(

2
)

る
)

で

の

労
働
の

あ

り

方
､

二

社
会
的
分
業
体
制
聞
で

の

｢

労
働
の

組
織

に

如
何
な

る

変
化
が

起
る

か
+

が

問
題
と
さ

れ

る
｡

そ

れ

は

彼
の

｢

労
働

の

社
会
的
徴
表
+

(

二

七

五

頁
)

=

｢

労
働
の

三

徴
表
+

(

①
社
会

的
労
働

､

④
社
会
的
平
均
労
働

､

④
分
配
労
働
)

が

如
何
な

る

形
態
と

交
互

組
合
せ

に

よ
っ

て

貫
徹
し

て

い

る

か

を

問
う
こ

と
で

あ
っ

た
｡

そ

れ

は

社
会
的
組

織
を
な

す

労
働
の

社
会
的
平

均
化

･

均
等
視
過
程
の

相
違
よ

り

生

ず
る

の

で

あ
っ

て
､

④
で

は
一

社
会
的
機
関
の

意
識
的
統
制
に

よ

り

直

接
的
に

均

等
化
さ

れ

る

が
､

⑳
で

は

意
識
的
平
均
化
機
関
の

不

存
在
の

た

め
､

労
働

の

平
均
化
過
濯
が

間
接
的
方
法

､

つ

ま

り

労
働
｢

生

産
物
の

全
面
的
均
等

視
+

(

三
一

八

頁
)

=

交
換
を

通

じ

る
こ

と
に

よ
っ

て

私
的
労

働
が

社

会

的
労
働
と

し

て

実
証
さ
れ

る
｡

㊤
を

媒
介
し

て

①
と

㊥
が

現
実
的
に

実
証

4 4
ハ

ロ

さ

れ
､

｢

平

等
労
働
の

三

概
念
+

(

①
生

理

学

的
平
等
労
働

､

㊥
社
会
的
平

(

3
)

均
労
働
-
労
働
の

社
会
的
均
等
視
過
程
が

生

起
す
る

と
こ

ろ

の

あ

ら

ゆ

る

社
会
的
分
業
体
制
の

特
徴

､

社
会
主
義
及
び

商
品
経
済
に

実
存

､

⑮
抽
象

的
一

般
的

臥
鮎
一
商
品
経
済
に

固
有

)

(

二

七

四

頁
)

が

⑳
に

於
て

確
立

す
る

に

い

た

る
の

で

あ
っ

た
｡

以

上

よ

り
､

㊤
1
⑬
上
で

の

労
働
観
織
の

変
化
は

､

⑬
に

於
け
る

労
働

の

非
意
識
的
平

均
化
機
関
=

生

産
物
の

全
面

的
均
等
視
過
程
=

交
換
過
程

に

よ
っ

て
､

労
働
の

平
等
性
と

労
働
の

社
会
的
組
織
化
が

検
証
さ

れ

る

点

に

あ

る
｡

こ

こ

に

ル

ー

ビ

ン

が

交
換
過
在
を

異
様
に

重

視
す

る

根
拠
が

存

在
す

る
｡

け

れ

ど
も

彼
は

生

産
を

軽
視
せ

ず
､

生
産
と

交
換
と

の

安
易
な

差
別
立

て

に

反
対
し

､

｢

交
換
の

二

つ

の

概
念
+

(

二

九
九

頁
)

を

導
入

し

て

両

者
の

関
連
を

明
確
化
し

ょ

う
と

試
み

る

の

で

あ
っ

た
｡

彼
の

言
う
交
換
の

二

概
念
と

は
､

糾
｢

直
接
的
生

産
の

様
相
に

交
代
し

て

現
れ
る

と

こ

ろ
の

生

産
過
程
の

特
別
な

様
相
と

し

て

の

交

換
+

-
こ

れ

は

交
換
過
程

･

流
通

過

程
の

意
だ

ろ

う
､

と

㈲
｢

再
生

産
過
程
の

社
会
的

形
態
と

し
て

の

交
換

､

生

産
過
超
そ
の

も
の

の

形
態
と

し

て

の

交
換
+

-

こ

れ

は

生

産
過
程
に

刻
印
を

押
す

形
態
だ

と

言
わ

れ

て

い

る

点

か

ら

し
て

､

生

産
過
確
に

社
会
的
規
定
性
を

も

た

ら

す

も
の

で

あ

ろ

う
､

と

で

あ

る
｡

｢

労
働
も

価
値

旦
父

換
が

な

け

れ

ば

存
在
し

な
い

し
､

交

換
の

発
展
に

応

じ
て

そ
の

労
働
が

抽
象
的

一

般
的
労
働
の

性
格
を

得
る

｡

+

こ

の

意
の

交

換
は

叫
で

あ

ろ

う
｡

し

か

し

な
が

ら
､

こ

の

交
換
か

ら
生

じ

る

形
態
規
定

は
､

交
換
過
程
以

前
に

於
て

､

社
会
的
性
質
が

可
能
的
潜
在
的
に

存
在
し

て

い

て

そ
れ

が

発
現
し

た

も
の

で

あ
る

｡

拘
は

㈲
を

前
提
せ

ざ

る

を

え

な



0

0

D

0

0

0

0

0

い

｡

こ

の

点
に

つ

い

て

彼
は

次
の

よ

う
に

言

う
｡

｢

人
々

が

交
換
の

た

め

に

生

産
す
な

時
以

来
､

既
に

直
接
的
生

産
の

様
相
に

於
て

は

価
値
と
し

て

の

労
働
生

産
物
の

性
質
が

留
意
さ

れ

て

い

る

こ

と
､

及
び

そ
こ

で

の

個
々

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

人

の

労
働
が

全
社
会
の

労
働
機
構
に

含
ま

れ
て

い

る

こ

と

は

予
備
的

推
測

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

的
で

あ

り
､

商
品
生

産
者
の

労
働
活
動
は

生

産
の

様
相
に

於
て

は

直
接
的

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

に

は

私
的
具
体
的

労
働
で

あ
っ

て
､

間
接
的

こ
巳
2

已

に

の

み

社

会
的

労
働
で

あ

る
｡

従
っ

て
､

直
接
的
生

産
過
程
に

於
て

は

抽
象
的
労
働
も

価

( 6 7 ) 研 究 ノ ー ト

値
も

未
だ

完
全
な

意
味
で

の

そ

れ

ら
で

は

な

く
､

交
換
過
超
に

於
て

の

み

●

●

●

●

'

●

創
造
さ

れ
･

生

成
さ

れ

て

完
全
に

実
現
さ

れ

る
+

(

三

〇
二

-
六

頁
｡

傍

点
は

引
用
者
)

｡

黒
点
が

q

斜

点
が

㈲
を

示
し

七
い

る
｡

だ

が

何
も

㈲

も

白
丸
点

部
分
の

前
提
が

あ

る
｡

つ

ま

り

出
発
点
に

於
て

商
品
経
済
的
形

態
規
定
を

受
け
て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

ル

ー

ビ

ン

の

生

産
と

交
換
の

総
合
の

試
み

は
､

労
働
生

産
物
の

全

面
的

均
等
化
=

交
換
を

通
じ

て

生

産
過

程
に

社
会
的
規
定
性
を

押
し
っ

け

る

も

の

に

す
ぎ

ず
､

生

産
の

社
会
的
形
態

性
､

生

産
過
程
の

生

産
関
係
視

点
を

強
調
し

た

も
の

で

あ
る

｡

交
換

･

売
買
(

形
式
)

関
係
を

生

産
･

物

質
過
程
(

内

容
)

に

挿
入

す
る

と

い

う
形
態
の

内
容
化

､

形
態
が

実
体
を

と

ら

え
る

視
点

で

あ

る

と

言
わ

ざ
る

を

え

な
い

｡

そ

れ

は

生

産
力
=

物
質

的
な

も

の

と

し

て

労
働
の

社
会
性
を

放
出
し

た

結
果
で

あ

る
｡

依
然
と

し

て

交
換
の

優
位
が

説
か

れ

て

い

る

と

言
わ
ね

ば

な

ら
な
い

｡

な

お
､

ル

ー

ビ

ン

が

課
題
と

し

た

労
働
概
念
(

価
値
を

必

然
的
に

導
出

す
る

と
こ

ろ
の
)

が

抽
象
的

一

般
的
労
働
で

あ
る

の

は
､

価
値
も

抽
象
的

一

般
的
労
働
も

｢

労
働
生

産
物
の

必

然
的
な

社
会
的
形
態
+

で

あ

り
､

特

殊
的
に

歴
史
的

社
会
的
形
態
規
定
を

受
け

て

い

る

点
で

同
一

で

あ

る

理

由

に

よ

る
｡

更
に

そ

の

労
働
が

一

般
的
平
等
性
を
一

物
に

一

般
的
等
価
物
と

し
て

押
印
し

た

の

が

貨
幣
で

あ

る
か

ら
､

抽
象
的

一

般
的

労
働
1
価
値
1

貨
幣
へ

の

移
行
は

彼
に

は

自
明
で

あ
っ

た
｡

逆
に

言
え
ば

､

か

か

る

移
行

が

可

能
な

よ

う
に

労
働
概
念
を

豊
富
化
し

､

抽
象
的

一

般
的
労
働
を

規
定

し

た

の

で

あ
っ

た
｡

こ

こ

で

は

労
働
の

物
質
性
が

欠
落
し

､

生

産
力
論
に

於
て

欠
落
し

て

い

た

労
働
の

社
会
性
が

､

労
働
生

産
物
の

交
換
1
こ

の

交

換
の

社
会
的
形
態
l
交
換
過
程
と

社
会
的
分
業
と
の

物
質
的

臥
鮎
の

第
二

項
ま
で

で

実
証
さ

れ

た

と

す
る

の

で

あ
っ

た
｡

労
働
の

物

質
性
と

社
会
性

､

生

産
力
と

生

産
関
係
は

依
然
と

し
て

分
離
さ

れ

た

ま

ま

で

あ

る
｡

(

1
)

H
.

H
.

河
仁

E
n

㌔

哲
○
-

N

ヨ

告
n

已
∽

呂
p

宗
打
E
訂
→

､

√

き
岩
･

如
い

壱
乳
屯

ゝ

言
已
e

-

山
戸

-
.

叩

い

3
.

(

2
)

社

会

構
成
の

か

か

る

二

分

化

思

想
の

淵
源
は

声

望
-

f

e

邑
旨
g

に

あ
る

｡

『

一

橋
研

究
』

第
一

六

号

参
照

｡

(

3
)

ル

ー

ビ

ン

自

身
の

④
と

㊥
の

区

別

は

不

明

確
だ

｡

(

4
)

マ

ル

ク

ス

が

『

経

済

学
批

判
』

で

は

｢

抽
象

的
一

般

的

労
働
+

を
､

『

資
本

論
』

で

は

｢

抽
象
的

人

間

的

労
働
+

を

専

ら

使

用

し

て

い

る

根
拠
を

廻
っ

て

か

つ

て

論
争
が

あ
っ

た
｡

安

部

隆
一

は
こ

の

用

語
法

上

の

変

化

を

と

ら

え
て

マ

ル

ク

ス

の

ヒ

ュ

ー

マ

ニ

ズ

ム

思

想
の

確

立
だ

と

主

張
し

た
｡

だ

が

こ

こ

で

は

両

者
を

同
一

視
し

て

お

く
｡

ル

ー

ビ

ン

は

両

者
を

前

者

又

は

単
に

｢

抽
象
的

労

働
+

と

す
る

｡

(

5
)

H
.

H
･

河
一

旨

ぎ
｡

A
-

耳
e

P

A

m
O

ロ

n

亡

n

チ
･

｡

∽
･

-

志
･

Ⅳ

r

へ
じ

労
働
概
念
か

ら

価
値
概
念
へ

の

移
行
に

際
し

､

ル

ー

ビ

ン

が

課
題
と
し

朗
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た

の

は

｢

価

値
の

概
念
へ

も

社
会
的
形
態
を

持
ち

こ

む

こ

と
+

(

三

〇
七

頁
)

で

あ
っ

た
｡

彼
は

商
品
の

社
会
的
形
態
=

価

値
形
態
=

交
換
可
能
性

〔

1
)

形
態
と

す

る

マ

ル

ク

ス

に

依
拠
し

て
､

｢

生

産
物
の

社
会

的

形

態

を
二

形

態
に

分
割
+

(

三

二

四

頁
)

す
る

｡

即
ち

価
値
形
態
と

交
換
価

値
で

あ
る

｡

前
者
が

｢

未
だ

一

定
の

物
に

具
象
化
し

な
い

･

い

わ

ば

商
品
の

抽
象
的
性

質
を

あ

ら
わ

す

と
こ

ろ
の

･

生

産
物
の

社
会
的
形

態
+

､

後
者

が

｢

既
に

具
象
的
な

独
立

的
な

姿
を

と
っ

て

い

る

形
態
+

だ

と

規
定
さ

れ

た
｡

そ

し

て

次
に

要
略
す
る

よ

う
な

価
値
概
念
の

展
開
を

と

げ
る

の

で

あ
っ

た
｡

労働概 念

社 会 的平 均 労働

抽象 的
一 般的 労 働

〔内容〕

対 象化↓
働労

労 働生 産 物

社 会的 形 態 化

イ剛直概 念

価 値

↓
価 値形 態

ll

交 換価 値

〔形 式〕

け
れ

ど

も
､

こ

の

価
値
の

実
体
=

労
働
=

価
値
の

内
容

､

価
値
の

形
態

=

交
換
価
値
=

価
値
の

形
式
と

い

う
価
値
概
念
の

中
に

ほ
二

つ

の

思
想
が

混
在
し

て

い

る
｡

先
ず

､

彼
が

労
働
概
念
の

規
定
に

於
て

｢

社
会
的
組
織

の

徴
表
+

を

軸
に

し
て

い

た

点
で

あ
る

｡

価
値
に

生

成
す

る

よ

う
な

労
働

を
､

可
能
的
に

は

労
働

一

般
と

生

産
物
の

｢

交
換
可

能
性
の

形
態
+

を

と

っ

て

い

る

労
働
と
に

二

分
し
な

が

ら
､

前
者
は

社
会

的
形
態
規
定
が

欠
如

す
る

た

め
､

労
働
の

全
面
的
均
等
視
過
程
=

交
換
過

橿
に

於
て

は
､

そ

の

労
働
が

初
発
に

於
て

保
有
し
て

い

る

｢

交
換
可
能

性
+

の

労
働
だ

け
が

交

換
価
値
と

し

て

発
現
し

て

ゆ

く

と

考
え
て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

こ

こ

で

は

舶
ハ

0

労
働
の

社
会
性
が

労
働
の

特
殊
社
会
的
形
態
と

し

て

現
出
し

て

い

る
｡

第

二

に
､

上

の

労
働
発
現
過
程
が

ヘ

ー

ゲ
ル

の

｢

形
式
と

内
容
+

の

論
理

学

に

基
づ

い

て

規
定
さ

れ

て

い

る

点
で

あ
る

｡

カ

ン

ト

現
に

反
し

て

ヘ

ー

ゲ

ル

説
(

内
容
自
身
の

内
的

発
展
を

通
じ
て

形
式
が

生

出
す

る
)

を
ル

ー

ビ

ン

が

支
持
し

て

い

る

の

だ
か

ら
､

そ

う
で

あ
れ

ば

内
容
白
身
が

形
式
を

と

る

前
に

､

自
己
の

中
に

形
式
を

含
ん
で

い

る

こ

と

に

な

ら
ざ

る

を

え

な
い

｡

そ
こ

で

彼
は

そ

れ

を

先
ず

労
働

一

般
と

し
､

次
に

そ

の

内
容
の

発
展
に

つ

れ
て

形
式
が

確
立

さ

れ

て

く

る

過
程
で

社
会
的
形
態
性
を

帯
び

て

く

る
か

ら

｢

交
換
可
能
性
の

労
働
+

と

す
る

の

で

あ
る

｡

ヘ

ー

ゲ
ル

説
に

立

ち

な

が

ら

内
容
と

形
式
と

を

形
式
的
に

理

解
す
る

結
果

､

労
働
そ

の

も

の

の

中

に

ま
で

上

の

形
式
的
区

別
を

し

な

け

れ

ば

な

ら
な

く
な

る
｡

こ

れ

で

は

労

働
概
念
の

自
己

展
開
と

し
て

価
値
が

出
て

く
る

こ

と

に

な

り

か

ね

な
い

で

あ

ろ

う
り

彼
は

労
働
概
念
の

社
会
的
規
定
性
と

価
値
概
念
の

社
会
的
規
定

性
と

を
､

商
品
経
済
社
会
で

あ
る

と

い

う
事
実
に

よ
っ

て

同
一

視
し

て

い

る
｡

こ

こ

に

は

事
実
分
析
と

認
識
過
程
及
び

論
理

的
展
開
過
程
と

の

混
同

が

あ

り
､

論
理

的

展
開
の

出

発
点
に

絶
え

ず
社
会
的
形
態
を

持
ち

込
も

う

と

す
る

彼
の

根
本
思
想
が

発
露
し
て

い

る
｡

最
後
に

､

彼
は

自
己
の

｢

価
値
の

内
容
規
定
+

を

開
陳
し

て

終
る

｡

そ

の

際
､

彼
は
マ

ル

ク

ス

の

価
値
の

内
容
規
定
の

中
に

､

一

見
相
反
す
る
二

つ

の

見
方
(

00
社
会
的
平
均
労
働

一

般
と

牌
抽
象
的

一

般
的
労
働
)

を

見

(

2
)

る
｡

だ

が

こ

の

00
と

㈱
と
の

混
在
は

､

マ

ル

ク

ス

の

二

方
法
の

相

違
を

理

解
す
れ

ば

矛
盾
で

は

な
い

と
ル

ー

ビ

ン

は

言
う

｡

分
析
的
方
法
に

よ
っ

て
､

既
存
の

形
態
(

価

値
)

1
内
容

へ

進
め

ば
､

そ

こ

に

は

社
会
的

労
働
の

支
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出
と
い

う

事
実
を

見
出
す
だ

け
で

価
値
の

内

容
は

㈱
だ

と

さ

れ
る

｡

こ

れ

に

反
し

､

研
究
の

出
発
点
を

既
存
の

形
態
(

価

値
)

が

出
て

こ

な

け
れ

ば

な

ら
ぬ

内
容
に

選
ぺ

ば
､

内
容
(

労
働
)

1

形
態
(

価
値
)

へ

の

移
行
に

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

は
､

労
働
の

概
念
に

商
品
社
会
に

於
け
る

労
働
観
織
の

社
会
的
形
態
を

含

ま

せ
ね

ば

な

ら

ず
､

価
値
の

内
容
と

し

て

脚
で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

弁

証
法
的
方
法
に

立
つ

限
り

㈹
が

価
値
の

内
容
を

な

す

と

彼
は

考
え

る
｡

こ

こ

に

於
て

､

彼
の

全
議
論
の

根
底
た

る

方
法
論
の

弱
点
が

表
出
し

た
｡

彼
は
マ

ル

ク

ス

の

二

方
法
を

単
な

る

考
察
払
上

の

対

立
に

還
元
し

､

弁
証

法

的
方
法
=

上

向

法
=

叙
述
法
の

み

正

し
い

方
法
と

み
､

分
析
法
=

下
向

法
の

意
義
は

抹
殺
さ

れ
､

単
に

特
殊
歴
史
的
な

形
態
規
定
性
を

表
象
す
る

に

役
立
つ

手
段
ぐ

ら
い

の

も

の

で

あ

る
｡

こ

の

分
析
法
の

軽
視
は

､

彼
が

余
り
に

も

商
品
生

産
者
の

諸
関
係

､

労
働
の

均
等
化
過

程
､

労
働
生

産
物

の

全
面
的
平
均
化
過
程
=

交
換
過
程
と
い

う
特
殊
的
な

社
会
的
形
態
規
定

側
面
に

注
意
を

集
中
し

す

ぎ
た

結
果
の

現
わ

れ

で

あ

ろ

う
｡

下
向

法
で

歴

史
性
が

証
明

さ

れ
て

い

る

か

ら
､

改
め

て

上

向
法
で

歴
史
性
を

示

さ
な

く

て

も
､

範
疇
展
開
が

単
純
か

ら

複
薙
化
さ

れ

て

行
く
こ

と

だ

け
で

歴
史
的

展
開
と

も

な
る

と

考
え
た

の

で

あ

ろ

う
か

｡

論
理
の

複
雑
化
に

歴
史
が

外

部
か

ら

付

加
さ

れ

る

だ

け
で

歴
史
の

発
展
は

与
件
と

し

て

取
扱
わ

れ
て

い

る

の

で

は

な
い

か
｡

更
に

そ
の

歴
史
も

具
体
的
な

歴
史
事
象
と

な

り

下
が

っ

て

い

な
い

だ

ろ

う
か

｡

分
析
法
の

無
視
は

､

抽
象
の

限
界
性
を

引
き

え

な

く
す

る

と

同
時
に

､

真
に

総
合
的
な

方
法
の

出
発
点
を

も

確
定
し

え
な

く
し

て

し

ま

う
で

あ

ろ

う
｡

ル

ー

ビ

ン

は
､

マ

ル

ク

ス

価
値
論

･

貨
幣
論
の

根

本

概

念
を

五

範

疇

(

叫
商
品
生

産
者
の

諸
関
係

､

肘
抽
象
的
労
働

､

叫
価
値

､

仙
交
換
価
値

､

㈲
貨
幣
)

に

区

分
し

､

五

範
疇
の

内
的
関
連
を

､

諸
範
疇
の

論
理

的
な

自

己

運
動
と
し

て

㈲
の

下
に

展
開
す

る

の

で

あ
っ

た
｡

彼
に

と
っ

て

は

叫
は

ま

さ
に

出
発
点
で

あ

り

帰
結
点
で

も

あ
っ

た
｡

価
値
の

実
体
も

形
態
も

彼

に

は
､

㈲
の

｢

不

断
の

衡
突
+

と

｢

多
様

性
+

の

諸
相
と

し

て

あ

ら
わ

れ

た
｡

㈲
=

実
在
的
統

一

と

仙
-

㈲
=

論
理

的
統

一

と
の

形
式
的
同

一

性
に

こ

そ
､

ル

ー

ビ

ン

の

労
働
及

び

価
値
概
念
の

発
生

基
盤
が

あ
る

の

だ
｡

従

っ

て

ル

ー

ビ

ン

理

論
の

内
在
的
検
討
は

､

こ

の

実
在
的
統

一

と

論
理

的
統

一

の

差
異
性
と

同
一

性
の

究
明
に

あ

る

だ

ろ

う
｡

そ

れ
は

労
働
概
念
に

於

け
る

労
働
の

社
会
性
と

物
質
性
の

関
連

､

社
会
的
分
業

一

般
と
そ

の

社
会

的
形
態
と
の

関
連

､

更
に

は

交
換
価
値
と

価
値
と

価
値
形
態
の

区

別
と

関

連
を

如
何
に

つ

け
る

か

の

問
題
で

あ

ろ

う
｡

(

1
)

マ

ル

ク

ス

『

資

本

論
』

初
版

､

長

谷

部

文

雄

訳
､

岩
波

文

庫
､

七

六

頁
参
照

｡

(

2
)

ル

ー

ビ

ン

は
マ

ル

ク

ス

の

方

法

を
､

分

析
的

方

法
と

弁

証

法
的

方

法
に

二

分
し

て

い

る
｡

後

者

は

抽

象

1
具

体
へ

の

上

向

法
で

あ

り
､

ル

ー

ビ

ン

に

よ

る

と
､

抽
象

的

労
働
↓
価

値
1
交

換

価

値

1
貨
幣
へ

と

進

む

方

法
で

あ

る
｡

前

者
は

そ
の

逆
の

方

法
で

あ

る
｡

彼
は

g
e
･

ロ
e
t

小

岩
F

な

方

法

と

し
て

の

後
者
の

み

を

正

し
い

方

法

と

み

な

し

て

い

る
｡

(

一

九

六

九

年
二

月
一

〇

日
)

(

一

橋
大

学

大

学

院

博
士

課
程
)

6 4 7

k
し

_




